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PIP･DIP 関節の屈曲筋の構造解析を行っている。我々はメビウス変換に関連した cross-ratio を拡張し、連続した 4
つの長さを扱える triple-ratio を用いたところ、中手骨および指節骨長から求められた triple-ratio により霊長類が樹
上性、半樹上性および地上性に分類できることを示してきた。そこで、triple-ratio が把握機能を表す指標となり得
ると考え、今年度はぶら下がりの機能に有利な手指骨格構造との関連を解析するため、樹上性霊長類のテナガザル





E-26 HIV-1 適応進化過程の解明   
小柳義夫,小林朋子,佐藤佳,柴田潤子,福原充子,三沢尚子(京都大・ウイルス研) 所内対応者：岡本宗裕 
エイズの原因ウイルスである HIV-1 の起源ウイルスは、チンパンジーのウイルス SIVcpz である。一方、宿主個
体にはウイルスの複製を抑制する制御蛋白質が備わっているが、これらの蛋白質は動物種毎にアミノ酸配列がわず


















3. 平成 24 年度で終了した計画研究 
行動特性を支配するゲノム基盤と脳機能の解明 



























を展開し、平成 24 年 3 月には特に「行動特性を決定するゲノム」と「ゲノムが制御する脳機能」に、また、平成
25 年 3 月には特に「脳機能が規定する行動特性」に焦点を絞り、多様な研究を意欲的に展開している研究所内外
の研究者の参加者を得て、最新の研究成果の紹介と活発な議論をおこなった。 
研究実施者 




星英司  (東京都医学総合研究所・前頭葉機能プロジェクト)「行動特性を支配するゲノム基盤と脳機能の解明」 
南部篤  (自然科学研究機構・生理研・生体システム)「行動特性を支配するゲノム基盤と脳機能の解明」 













第 41 回ホミニゼーション研究会「成長と加齢」 
日時：2013 年 3 月 8 日(金)・9 日(土) 










達、ヒトの心や言語の発達という 3 つの側面から、最新の研究成果とレビューを織り交ぜて考えた。 
＜プログラム＞ 
3 月 8 日(金) 
形態学 I 
13:00-13:40 矢野航(朝日大学・歯学部) 
  「ニホンザル頭蓋形態の地域変異は出生前に現れる」 
13:40-14:20 河野礼子(国立科学博物館) 
  「歯からライフ・ヒストリーを読み解く」 
行動・生態学 
14:35-15:15 久世濃子(京都大学・野生動物研究センター) 
